
 

2023 年度卒業生 就職先アンケート結果報告 

幼児教育科 進路係 

 

＜アンケートの目的＞ 

 このアンケートは、本学幼児教育科の今後の保育者養成教育の内容を見直すために、採

用いただいた園・施設の皆さま方から見た本学卒業生への評価を伺うものです。 

（アンケート本文より） 

 

＜調査対象＞ 

 2023 年度卒業生の就職先（園・施設） 65 

 

＜調査時期＞ 

 2024 年 7月 1 日から 7月 31 日 

 

＜調査方法＞ 

 郵送で依頼し、回答は郵送もしくはオンラインアンケートフォームのいずれか（任意） 

 

＜調査内容＞ 

・卒業生の資質・姿勢等 

・卒業生の採用の決め手 

・大学でもっと学ばせてほしいこと 

 

＜回答率＞ 

依頼数：65  回答数：44  回答率：67.7％ 

（内訳） 
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＜集計結果＞ 

問１ 保育に携わるための専門知識や表現等の技術は身に付いていると思いますか。 

 

 
 

問２ 社会常識やマナーが身に付いていると思いますか。 

 

 

 

問３ 協調性があると思いますか。 

 

 

 

問４ 自発的に仕事に取り組もうとする積極性があると思いますか。 

 

 



 

問５ いろいろな状況に応じて行動する柔軟な対応力があると思いますか。 

 

 

 

問６ 責任感をもって仕事に取り組む姿勢があると思いますか。 

 

 

 

問７ 忍耐強く仕事に取り組む姿勢があると思いますか。 

 

 

 

問８ 生き生きと保育に取り組む意欲的な姿勢があると思いますか。 

 

 



 

 

問９ 子どもの成長を温かく見守り保育しようとする姿勢があると思いますか。 

 

 

 

 

問 10 本学の卒業生の採用の決め手になった点がございましたらぜひお教えください。 

（自由記述） 

 園見学や面接における学生の意欲や態度が採用の決め手となったという回答が多かっ

た。的確な受け答えや積極性等に加え、「明るさ」や「笑顔」といった印象も大切であ

ることが伺えた。 

 実習園へ就職した学生については、実習中の取り組みや姿勢を具体的に評価していた

だいている回答が多かった。 

また、卒園生であることが理由に挙げられた回答も 4件あった他、本学卒業生への評

価が影響しているケースや、本学教員の推薦が決め手になったという回答もあった。 
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問 11 大学でもっと学ばせてほしいことがございましたらお書きください。 

（自由記述） 

 言葉遣いや礼儀といった社会人としてのマナーに関する回答が増加傾向にある。ま

た、コミュニケーション能力、文章力、協調性といった学生の基礎的な能力に関する回

答も多かった。 

業務の ICT化の進展に伴い、PC等の操作技術を挙げる園も多くなっている。SDGs

やインクルーシブ教育といった時代に即した内容も求められている。 

保育に関する技術の観点では、手遊びやパネルシアター等の実践的な技術を学生時代

にしっかり身につけておいてほしいという回答が多く見られた。 
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